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平成２８年１１月１５日

        （2015.9.1 現在）
印刷所　㈲　スエカネ印刷

発 　 行

　香川の人口
　　　　男性
　　　　女性
　　（ 世帯数

11,723 名
5,822 名
5,901 名

3,538 戸 )

香 川 自 治 会 広 報 部 会

　

10
月
２
日
（
日
）、
香
川
地
区
体
育
振
興
会
主
催
に
よ
る

香
川
地
区
体
育
大
会
が
、
午
前
９
時
よ
り
香
川
小
学
校
の
校

庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
日
ま
で
の
ぐ
ず
つ
い
た
秋
雨
模
様

の
天
気
も
、
昼
前
に
は
汗
ば
む
ほ
ど
の
快
晴
と
な
り
、
体
育

大
会
を
楽
し
む
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
気
の
菓
子
・
パ
ン
食
い
競
争
に
は
子
ど
も
達
が
300
人
以

上
参
加
し
、
必
死
に
つ
り
下
げ
ら
れ
た
獲
物
に
食
ら
い
つ
い

て
い
ま
し
た
。
風
船
ム
カ
デ
競
走
は
、
最
後
尾
の
走
者
が
ゴ

ー
ル
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
先
頭
が
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で

倒
れ
込
む
チ
ー
ム
が
相
次
ぎ
、
思
わ
ぬ
番
狂
わ
せ
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
今
年
は
町
内
対
抗
競
技
に
新
し
く
小
学
生
に
よ

る
玉
入
れ
が
加
わ
り
、
子
ど
も
達
の
歓
声
が
会
場
一
杯
に
響

き
ま
し
た
。

　

結
果
は
優
勝
・
み
ず
き
自
治
会
、
２
位
は
同
点
時
の
規
定

に
よ
り
準
優
勝
・
松
風
台
、
第
一
町
内
会
が
３
位
で
し
た
。

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12

13
14
15
16
17
18
19
20

参加者全員

小学生

町内対抗

中学生以上一般男女

未就学児

小学生

町内対抗

来賓、シニア、一般男女

小学生

中学生以上一般男女

町内対抗

香小PTA申込小学生

　

小学生以上一般男女

町内対抗

一般男女

中学生以上一般男女

一般男女

町内対抗

町内対抗

参加者全員

競技開始（8:55） 閉 会 式（15:10）
No. 競 　 技 　 種 　 目 参 加 対 象 者

競技プログラム ★印：町内対抗種目

準 備 体 操

めざせワールドカップ

★玉　　入　　れ★

徒競走（５０m走）

色合わせゲーム

障害物競走

★大　縄　跳　び★

ラケットボールレース

菓子・パン食い競走

３０００メートル走

★綱　　引　　き★

小学生バトンレース

　　　昼　　　　　　　　　　食

ザルみこし

★風船百足競走★

ケツ圧測定

防災バケツリレー

借人競走

★子ども玉入れ★

★町内対抗リレー★

整 理 体 操

対抗リレー種目
大縄跳 綱引 百足 総合順位女 男

第一
第二
第三
第四

甘　沼
松風台
みずき

町内対抗・成績表

香

　　川

玉入1 玉入２自治会

10
4
6
8
2

12
15

8
15
10
2
6
4

12

10
10
5
5
5

10
10

6
4
8

10
12
15
2

15
4
6

10
4
8

15

2
4
6
8

15
10
12

10
15
6
4
8
2

12

3
4
7
6
5
2
1

61
56
47
47
52
61
78

第
48
回
・
香
川
地
区

高
齢
者
・
障
害
者
を
災
害
か
ら
守
る

　
こ
の
制
度
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
重
度
の
障
害
者
な
ど
、
日
常
生
活

の
な
か
で
手
助
け
を
必
要
と
す
る
人
に

対
し
て
、
災
害
時
な
ど
に
地
域
の
中
で

支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
制
度

で
す
。

　

こ
の
制
度
に
つ
い
て
、
10
月
１
日
に

市
の
担
当
部
署
が
来
訪
し
、
自
治
会
定

例
役
員
会
の
前
に
説
明
を
受
け
ま
し
た

の
で
報
告
し
ま
す
。

　

最
近
、
大
規
模
な
災
害
が
多
く
発
生

し
、
平
成
23
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災

の
際
に
は
、
多
く
の
高
齢
者
、
障
害
者

が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
時
の
避
難
支
援
に
特
に
支
援
が

必
要
な
人
（
以
下
、
「
避
難
行
動
要
支

援
者
」
と
い
う
）
に
対
し
て
、
速
や
か

　
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、「
家
屋
の
倒

壊
」
や
「
家
具
の
転
倒
」
に
よ
る
犠
牲
者

の
他
、
火
災
に
よ
る
家
屋
の
燃
失
や
焼
死

も
か
な
り
の
数
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
奈
川
県
が
発
表
し
た
地
震
被
害
想
定
で

は
、
南
関
東
地
震
が
冬
の
１
８
時
に
発
生

し
た
場
合
、
茅
ヶ
崎
市
で
は
焼
失
家
屋
２

１
７
８
０
棟(

市
域
の
33
％)

、
死
傷
者
の

殆
ど
が
火
災
に
起
因
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
私
達
が
住
ん
で
い
る
香
川
地
区
も

例
外
で
は
な
く
、
一
件
の
火
災
を
放
置
し

た
際
に
は
約
５
千
棟
が
焼
失
す
る
、
延
焼

運
命
共
同
体(
ク
ラ
ス
タ
ー)

の
中
で
生

活
を
し
て
い
ま
す
。
大
地
震
で
火
災
が
多

数
発
生
し
た
場
合
、
道
路
の
寸
断
・
通
信

設
備
の
混
乱
等
も
重
な
り
、
消
防
隊
に
よ

る
消
火
活
動
は
期
待
で
き
な
い
の
が
実
情

で
す
。
以
上
の
事
か
ら
、
先
ず
は
「
火
災

を
出
さ
な
い
事
」
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
火
元
で
考
え
ら
れ
る
の
は「
ガ
ス
」「
ス

ト
ー
ブ
」「
電
気
器
具
」
等
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
が
、
最
近
は
「
安
全
装
置
」
が
働
く

仕
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
パ
ン
や
都

市
ガ
ス
は
、
一
定
の
揺
れ
を
感
知
す
る
と

自
動
的
に
止
ま
る
装
置
が
付
い
て
い
ま
す

(

復
旧
方
法
の
確
認
も
し
て
下
さ
い

)

。

怖
い
の
は
「
電
気
」
で
す
。
地
震
発
生
時

の
停
電
か
ら
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
復
旧
し

「
通
電
」
が
開
始
さ
れ
る
と
、
家
屋
内
に

配
線
の
短
絡
が
あ
る
場
合
、不
在
で
も
「
シ

ョ
ー
ト
火
災
」
が
発
生
し
ま
す
。
阪
神
淡

路
や
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
火
災
の
過
半

数
が
電
気
に
起
因
す
る
火
災
で
し
た
。「
通

電
火
災
」
を
防
ぐ
為
に
、
感
震
ブ
レ
ー
カ

―

の
取
り
付
け
や
避
難
時
は
ブ
レ
ー
カ
ー

を
「
落
と
す
」
こ
と
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

又
、
火
災
発
生
時
は
、
出
火
か
ら
５
分
以

内
の
「
初
期
消
火
」
が
効
果
的
で
す
。
一

家
に
一
本
の
「
消
火
器
」
は
是
非
備
え
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。
　
　
～
続
～(

花)

～
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
て 

③
～

防
災
だ
よ
り
No.2７

に
避
難
行
動
の
支
援
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
災
害
対
策

基
本
法
の
一
部
改
正
（
平
成
25
年
６

月
）
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
は
、
公
的
支
援
（
公
助
）

に
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
頃
か
ら

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
に
努
め
る
な

ど
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
可
能
な
限

り
行
う
（
自
助
）
と
と
も
に
、
地
域
の

助
け
合
い
（
共
助
）
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
、
来
年
６
月
に
自

治
会
・
自
主
防
災
組
織
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
等
に
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
を
提
供
し
、
平
常
時
に
は
、
日
頃
の

見
守
り
に
、
ま
た
、
災
害
時
に
は
、
避

難
支
援
や
安
否
確
認
等
へ
の
活
用
を
勧

め
て
お
り
ま
す
。

　

香
川
地
区
は
対
象
者
が
多
い
と
予
測

さ
れ
、
今
後
、
自
治
会
で
は
、
自
助
・

共
助
・
公
助
の
連
携
に
よ
る
支
援
体
制

を
検
討
し
、
自
治
会
に
よ
る
名
簿
管

理
、
安
否
確
認
等
を
行
う
予
定
で
す
。

　

体
制
作
り
に
は
様
々
な
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

総
務
部
会)

要援護者
（名簿）

自治会
自主防災
組織

地域の
支援者

民生委員

　

ク
ラ
ス
タ
ー
と
は
、
延
焼
被
害
が

起
き
た
場
合
、
運
命
を
共
に
す
る
建

築
群
の
こ
と
を

い
い
、
ク
ラ
ス

タ
ー
内
の
建
物

か
ら
１
件
で
も

出
火
し
そ
の
ま

ま
放
置
し
た
場

合
、
建
築
群
の

建
物
全
て
が

焼
失
す
る
単
位

で
、
ク
ラ
ス
タ

ー
地
域
で
の
火

災
を
ク
ラ
ス
タ

ー
火
災
と
言
い

ま
す
。

延
焼
運
命
共
同
体
（
ク
ラ
ス
タ
ー
）

火災発生 10分後 20分後 30分後

１棟の火災を放置するとあっという間に広がる

風向：北東　風速6ｍの気象条件で火災が起きた場合

行政の説明会



　

市
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
今
期
の

防
災
用
資
機
材
購
入
を
行
い
ま
す
。
総

額
約
百
万
円
で
、
そ
の
う
ち
の
30
万
円

が
市
か
ら
の
防
災
資
機
材
の
補
助
金
と

な
り
ま
す
。

●
購
入
品
目

　

IC
携
帯
型
デ
ジ
タ
ル
簡
易
無
線
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
台

　

防
災
用
町
内
地
図　
　
　

５
セ
ッ
ト

　

災
害
拠
点
表
示
板　
　
　
　

12
基　
　

　

防
災
倉
庫
（
第
三
町
内
会
）　

１
棟　

　

災
害
用
軽
量
バ
ー
ル　
　
　

５
個

　

自
治
会
館
防
災
倉
庫
の
照
明
設
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
件

　

同
上
用
コ
ー
ド
リ
ー
ル　

30
ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
個

　

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ　
　
　
　

20
個

　

コ
ン
パ
ネ　
　
　
　
　
　

15
枚
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10
月
２
日
に
行
わ
れ
た
香
川
地
区
体

育
大
会
で
は
、
出
場
し
た
選
手
の
み
な

さ
ん
、
選
手
集
め
や
運
営
、
大
会
の
係

等
で
お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
疲
れ

様
で
し
た
。

　

そ
の
後
筋
肉
痛
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
私
は
借
人
ゲ
ー
ム
で
２
回
（
グ
ラ

ン
ド
２
周
）
回
っ
た
だ
け
な
の
に
、
水

曜
日
ま
で
階
段
を
下
り
る
の
に
一
苦
労

で
し
た
。

　

成
績
で
は
、
不
思
議
な
偶
然
が
起
き

ま
し
た
。
な
ん
と
２
年
連
続
で
、
総
合

点
数
で
は
同
点
２
位
、
総
合
順
位
で
３

位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

当
日
は
、
曇
り
の
天
気
予
報
が
一
転
、

爽
や
か
な
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
気
持
ち

の
い
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
年
は
子
ど
も
達
の
参
加
が
多

く
、
製
作
し
た
ば
か
り
の
町
内
大
応
援

　

朝
晩
め
っ
き
り
寒
く
な
っ
て
参
り
ま

し
た
。

　

10
月
２
日
の
香
川
地
区
体
育
大
会
は

７
チ
ー
ム
中
第
４
位
と
頑
張
り
ま
し

た
。
特
に
、
最
終
種
目
の
男
子
リ
レ
ー

は
１
位
と
見
事
な
活
躍
で
し
た
。

　

実
行
委
員
会
と
選
手
そ
し
て
町
内
役

員
の
方
々
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ま
た
大
勢
の
方
の
応
援
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

今
回
は
選
手
選
出
に
大
変
苦
労
し
ま

し
た
。
来
年
は
回
覧
が
回
り
ま
し
た
ら

積
極
的
に
参
加
の
記
入
を
し
て
頂
き
ま

す
と
役
員
は
助
か
り
ま
す
。
ご
協
力
・

参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
も
竹
ト
ン
ボ
大
会
を
開
催
し
、

大
勢
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
自
治
会

館
で
竹
ト
ン
ボ
を
作
り
、
２
階
で
飛
ば

し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
飛
ば
し
か
た

が
面
白
く
、
子
供
た
ち
の
喜
ぶ
姿
を
見

　

頑
張
れ
‼
ガ
ン
バ
レ
ー
‼
と
応
援
し

た
香
川
地
区
体
育
大
会
。
天
候
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
好
天
に
恵
ま
れ
大
き

な
け
が
も
な
く
無
事
終
了
で
き
ま
し
た
。

体
育
振
興
会
、
役
員
、
関
係
各
位
の
ご

尽
力
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

結
果
は
７
チ
ー
ム
中
６
位
で
し
た
が
、

私
が
見
る
限
り
、
応
援
は
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
と
言
え
ま
す
。
赤
い
旗
や
チ
ロ
リ
ア

ン
テ
ー
プ
で
作
っ
た
色
と
り
ど
り
の
ボ

ン
ボ
ン
を
持
ち
、
汗
び
っ
し
ょ
り
に

な
っ
て
応
援
し
た
子
ど
も
達
、
あ
り
が

と
う
。
本
当
に
感
無
量
で
し
た
。

　

選
手
登
録
す
る
際
に
、
同
じ
種
目
に

多
数
の
希
望
者
が
集
中
し
、
希
望
す
る

種
目
に
登
録
で
き
な
か
っ
た
お
子
様
に

は
陳
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
今
年
は
地
震
が
、
４
月
熊
本
・

　

夏
の
終
わ
り
か
ら
秋
に
か
け
て
天
候

の
不
順
な
日
が
続
き
、
特
に
９
月
は
雨

の
日
が
多
く
、
う
っ
と
う
し
い
日
が
続

き
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
は
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

自
治
会
の
敬
老
の
お
祝
い
に
つ
い
て

は
対
象
年
齢
・
金
額
の
改
正
が
行
わ
れ
、

80
歳
以
上
で
節
目
の
年
に
当
た
る
方
が

対
象
と
な
り
ま
し
た
。
第
三
町
内
会
で

は
29
名
の
方
か
ら
の
申
請
が
あ
り
、
９

月
中
旬
に
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
。

　

10
月
２
日
、
香
川
地
区
体
育
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
多
数
の
参

加
申
し
込
み
が
あ
り
、
調
整
を
行
っ
た

種
目
も
あ
り
ま
し
た
。
当
日
は
お
天
気

も
良
く
、
各
種
競
技
に
多
く
の
方
々
が

参
加
さ
れ
、
楽
し
く
健
康
な
１
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

体
育
振
興
会
並
び
に
子
ど
も
会
の
役
員

第
一
町
内
会

第
二
町
内
会

第
三
町
内
会

第
四
町
内
会

●
10
月
定
例
役
員
会
（
10
月
１
日
）

報
告
・
連
絡
事
項

①
上
期
の
各
町
内
会
、
各
部
会
の
活
動

報
告　
　

（
各
町
内
会
長
、
部
会
長
）

②
香
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
の
報
告

　
　
　
　
　
　

（
ふ
れ
あ
い
部
会
長
）

③
敬
老
の
お
祝
い
配
布
完
了
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　

（
総
務
部
会
長
）

④
玄
珊
寺
前
、
空
き
地
宅
地
造
成
に
係

わ
る
経
過
報
告　
　

（
総
務
部
会
長
）

⑤
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
検
討
打
ち
合
わ
せ

報
告　
　
　
　
　
　

（
代
表
副
会
長
）

⑥
湘
北
地
区
コ
ミ
セ
ン
に
係
わ
る
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
自
治
会
長
）

⑦
自
治
会
館
秋
ま
つ
り
（
作
品
展
示
／

芋
煮
・
餅
つ
き
）
の
開
催
予
定

　
　
　
　
　
　

（
ふ
れ
あ
い
部
会
長
）

⑧
そ
の
他

10
／
８　

勘
重
郎
堀
散
策
路
の
草
刈
り

12
／
18　

住
宅
耐
震
セ
ミ
ナ
ー

１
／
28　

地
域
DE
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
書

類
提
出

検
討
事
項

①
特
に
な
し

香
川
自
治
会
・
定
例
役
員
会
議
題

●
９
月
定
例
役
員
会
（
９
月
３
日
）

報
告
・
連
絡
事
項

①
香
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
、
浜
降
祭
の

会
計
に
関
わ
る
報
告
（
会
計
部
会
長
）

②
香
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
に
関
わ
る
報

告　
　
　
　
　
　

（
ふ
れ
あ
い
部
会
）

③
自
治
会
会
員
増
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

（
総
務
部
会
長
）

④
勘
重
郎
堀
散
策
路
の
市
に
よ
る
草
刈

り
終
了
報
告

⑤
玄
珊
寺
前
空
き
地
の
宅
地
造
成
工
事

に
関
わ
る
状
況　
　

（
総
務
部
会
長
）

⑥
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　

（
代
表
副
会
長
）

⑦
災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
の
意
見

交
換
会
報
告　
　
　

（
総
務
部
会
長
）

⑧
平
成
28
年
度
防
災
機
器
の
購
入
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　

（
総
務
部
会
長
）   

⑨
感
震
ブ
レ
ー
カ
の
市
へ
の
設
置
要
望

に
対
す
る
問
い
合
わ
せ
状
況

⑩
そ
の
他

　

敬
老
の
お
祝
い
に
対
す
る
件

検
討
事
項

①
ふ
れ
あ
い
基
金
の
一
般
会
計
化

②
ふ
れ
あ
い
基
金
の
支
出

の
方
々
に
は
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
三
町
内
会
で
は
町
内
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
最
近
、
不

審
者
情
報
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
会

員
の
皆
様
に
は
十
分
注
意
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

10
月
26
日
、
諏
訪
神
社
の
一
角
を
お

借
り
し
て
、
第
三
町
内
会
の
新
た
な
防

災
倉
庫
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
香
川

自
治
会
の
防
災
訓
練
と
し
て
、
来
年
の

１
月
に
実

施
さ
れ
る

安
否
確
認

訓
練
に
向

け
て
、
現

在
、
そ
の

準
備
を
進

め
て
い
ま

す
。
皆
様

の
積
極
的

な
参
加
を

お
願
い
し

ま
す
。　

　

（
亀
井
）

旗
で
一
緒
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

今
年
の
体
育
大
会
は
第
48
回
で
す
か

ら
、
約
半
世
紀
前
、
１
９
６
４
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
後
か
ら
続
い
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
体
育
振
興
会
の
努
力
の
賜
物
。

体
育
大
会
が
健
康
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
交
流
の
場
と
し
て
、
地
域
を
活

性
化
す
る
貴
重
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を

あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
安
江
）

て
い
る
と
、
大
人
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
す
。

　

第
二
町
内
会
の
ラ
ジ
オ
体
操
は
（
旧

柿
の
木
公
園
）
笑
顔
で
挨
拶
の
「
明
る

い
ま
ち
」
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
今

年
も
10
月
末
で
終
り
、
来
年
暖
か
く

な
っ
た
ら
再
開
致
し
ま
す
。

　

新
倉
様
の
ご
好
意
に
よ
り
柿
も
ぎ
を

さ
せ
て
頂
き
、
子
供
も
大
人
も
大
喜
び

で
し
た
。

　

湘
北
地
区
防
災
訓
練
が
、
11
月
20
日

に
行
わ
れ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
お
お
い

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　
　

（
長
嶋
）

平
成
28
年
度

大
分
県
、
５
月
茨
城
県
、
７
月
茨
城
県

北
部
、
９
月
沖
縄
県
近
海
、
10
月
鳥
取

県
中
部
と
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
少
な
く
す
る
た

め
に
、
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
が
重

要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
番
の
基

本
は
「
自
助
」
で
す
。
一
人
一
人
が
自

分
の
身
を
守
る
こ
と
で
す
。

　

家
の
安
全
対
策
、
身
の
守
り
方
を

知
っ
て
お
く
こ
と
や
、
水
や
食
料
な
ど

の
備
蓄
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

回
覧
で
も
周
知
の
通
り
11
月
20
日
に

防
災
訓
練
を
、
鶴
が
台
中
学
校
の
体
育

館
お
よ
び
校
庭
で
、
市
消
防
本
部
、
市

防
災
対
策
課
職
員
ほ
か
の
指
導
の
も
と

行
い
ま
す
。

　

「
自
助
」
に
役
立
つ
こ
の
機
会
に
、

参
加
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
分
か
り
づ
ら
い
４
つ
の
町
内
会
」

は
お
休
み
し
ま
す
。　
　
　

（
椎
野
）



N
EW
S

ふ
れ
あ
い
基
金
の
扱
い
に
つ
い
て

　

十
数
年
前
、
自
治
会
と
し
て
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
を
立
ち
上
げ
る
際
に
、
そ
の

目
的
を
福
祉
団
体
へ
の
助
成
と
し
、
名

称
も
「
香
川
福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

と
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

同
時
に
ふ
れ
あ
い
基
金
を
設
立
し
、

そ
れ
を
特
別
会
計
と
し
て
扱
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
趣
旨
か
ら
、
出

展
者
に
は
出
店
料
を
お
願
い
し
、
そ
の

出
店
料
お
よ
び
お
祝
い
金
は
ふ
れ
あ
い

基
金
に
積
み
立
て
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
福

祉
団
体
に
助
成
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
。

　

平
成
22
年
度
に
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
と

福
祉
と
の
関
係
が
見
直
さ
れ
、
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
の
目
的
が
広
く
住
民
の
交
流

の
場
に
変
更
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
名

前
か
ら
福
祉
が
外
さ
れ
、
出
店
料
の
徴

収
も
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
来
祝
い
金
の
み
と
な
っ
た
基
金
の

金
額
は
年
々
縮
小
し
、
今
年
は
10
万
円

程
度
の
金
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
ふ
れ
あ
い
基

金
を
特
別
会
計
か
ら
一
般
会
計
に
繰
り

入
れ
、
福
祉
２
団
体
へ
毎
年
贈
呈
し
て

い
た
助
成
金
を
予
算
化
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
次
の
２
団

体
を
自
治
会
の
助
成
団
体
に
指
定
い
た

し
ま
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
香
川

●
香
川
社
会
福
祉
協
議
会
（
お
た
の
し
み
会
）

湘
北
自
治
会
連
合
会
の
コ
ミ
セ
ン
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

湘
北
地
区
の
７
つ
の
自
治
会
で
検
討

し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

会
で
考
え
方
に
違
い
が
あ
り
、
意
見
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
ず
、
連
合
会
と
し
て

は
討
議
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

香
川
自
治
会
・
秋
ま
つ
り
に
つ
い
て

　
秋
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で

あ
る
い
も
煮
・
餅
つ
き
に
つ
い
て
は
、

第
一
お
よ
び
第
三
町
内
会
が
当
番
と
な

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
の
自
転
車
は
「
あ
か
ね
」
に

駐
輪
場
を
お
願
い
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

９
月
５
・
６
日
の
両
日
に
第
二
回
ご

み
処
理
施
設
見
学
会
を
開
催
し
、
両
日

共
に
募
集
人
員
を
ク
リ
ア
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
見
学
コ
ー
ス
は
、
毎
年
町
内

会
ご
と
に
行
っ
て
い
た
寒
川
広
域
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
な
く
、
萩
園
の

環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
焼
却
場
）

と
堤
最
終
処
分
場
の
見
学
と
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
参
加
者
の
大
半
の
方
が
初
め

て
の
見
学
と
な
り
、
と
て
も
良
か
っ
た

と
ア
ン
ケ
ー
ト
で
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

最
終
処
分
場
で
は
、
埋
め
立
て
地
全

面
に
二
重
の
厚
い
防
水
シ
ー
ト
を
敷
き

詰
め
、
外
部
へ
の
汚
水
漏
れ
防
止
が
さ

れ
て
お
り
、
場
内
に
た
ま
っ
た
水
は
、

処
分
場
内
に
設
置
さ
れ
た
排
水
処
理
施

設
で
き
れ
い
な
水
に
処
理
さ
れ
放
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

萩
園
の
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
に
は
リ

サ
イ
ク
ル
展
示
場
が
隣
接
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
粗
大
ご
み
に
出
さ
れ
た
、

ま
だ
使
用
で
き
る
家
具
な
ど
を
リ
メ
ー

ク
し
て
展
示
し
、
入
手
希
望
者
に
抽
選

で
譲
渡
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
は
毎
月
１
日
～
５
日
の
展
示
開

催
期
間
内
の
受
付
で
す
。
皆
様
も
一
度

見
学
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

ち
な
み
に
今
回
の
見
学
会
が
展
示
期

間
で
あ
っ
た
た
め
、
全
員
で
応
募
し
た

と
こ
ろ
、
数
名
の
方
が
当
選
し
ま
し
た
。

　

な
お
当
選
品
は
無
償
で
す
が
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
費
用
と
し
て
５
０
０
円
以
上

の
寄
付
が
お
願
い
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

（
環
境
部
会　

榎
本
行
雄
）

敬
老
の
お
祝
い
に
つ
い
て

　

今
年
度
よ
り
、
敬
老
の
お
祝
い
を
贈

呈
す
る
対
象
者
を
80
歳
以
上
の
節
目
の

年
齢
の
方
に
変
更
し
、
併
せ
て
金
額
を

増
額
し
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

香
川
地
区
で
の
対
象
人
数
は
お
よ
そ

250
名
で
、
敬
老
の
お
祝
い
を
お
届
け
し

た
方
の
総
人
数
は
132
名
で
、
町
内
会
別

の
人
数
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

・
第
一
町
内
会　

29
名

・
第
二
町
内
会　

49
名

・
第
三
町
内
会　

29
名

・
第
四
町
内
会　

25
名

300
250
200
150
100
50
０
80 85 88 90 99 100 以上95

歳

人 香川節目年齢別グラフ

累計数
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平成２８年１１月１５日

　

近
年
発
生
し
た
大
規
模
地
震
で
は
、

「
電
気
火
災
」
と
い
わ
れ
る
電
気
に
起

因
し
た
火
災
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
26
年
度
、
内
閣
府
、
消
防
庁
、

経
済
産
業
省
の
連
携
の
も
と
、
「
大
規

模
地
震
時
の
電
気
火
災
の
発
生
抑
制
に

関
す
る
検
討
会
を
開
催
。
強
い
揺
れ
を

検
知
し
て
自
動
的
に
電
源
を
切
断
す
る

感
震
ブ
レ
ー
カ
等
の
「
性
能
評
価
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
Ｈ
27
年
３
月
、
大
規
模
地
震

時
の
電
気
火
災
発
生
の
抑
制
に
関
す
る

検
討
会
報
告
書
に
よ
り
、
感
震
ブ
レ
ー

カ
の
普
及
に
当
た
り
、
モ
デ
ル
調
査
の

実
施
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
閣
府
に
よ
る
モ
デ
ル
調
査
の
対
象

と
な
っ
た
自
治
体
は
、
首
都
直
下
地
震

及
び
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
お
い
て
火
災

対
策
の
切
迫
性
が
高
く
、
検
討
会
に
オ

　

お
た
の
し
み
会
が
開
所
し
て
、
20
余

年
に
な
り
ま
す
。
今
日
、
歴
史
あ
る
福

祉
活
動
を
行
え
ま
す
の
は
、
先
輩
諸
氏

の
意
義
あ
る
お
心
に
よ
る
も
の
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

香
川
地
域
に
在
住
の
70
才
以
上
で
１

人
住
ま
い
の
方
（
日
中
１
人
）
に
香
川

民
生
委
員
が
お
声
掛
け
を
し
て
、
地
域

の
交
流
の
場
、
人
々
の
ふ
れ
あ
い
の
場

を
運
営
・
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

構
成
は
、
民
生
委
員
・
香
川
自
治
会

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
23
名
で
運

営
を
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
保
健
師
さ
ん
に
よ
る

血
圧
測
定
・
健
康
に
関
す
る
ミ
ニ
講
話

・
脳
の
活
性
化
の
一
助
と
し
て
手
芸
・

催
し
物
は
、
小
中
学
生
の
演
劇
、
演
奏

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
大
正
琴
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
等
々
で
す
。

　

開
催
日
は
、
偶
数
月
の
第
３
月
曜
日

に
香
川
自
治
会
館
に
於
い
て
、
午
前
10

時
か
ら
午
後
１
時
頃
ま
で
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

12
月
か
ら
は
、
一
部
民
生
委
員
さ
ん

が
変
わ
り
ま
す
が
、
皆
様
に
お
た
の
し

み
会
を
、
よ
り
一
層
楽
し
ん
で
頂
け
ま

す
よ
う
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

　

（
お
た
の
し
み
会　

新
倉　

篤
子
）

香
川
社
会
福
祉
協
議
会

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
３
市
区

（
埼
玉
県
川
口
市
、
世
田
谷
区
、
茅
ヶ

崎
市
）
で
、
茅
ヶ
崎
市
に
お
け
る
調
査

の
概
要
は
、
次
の
通
り
で
す
。

募
集
対
象
地
域　

市
内
全
域
（
千
個
）

募
集
対
象
世
帯
数　

約98,000 

世
帯

モ
ニ
タ
ー
調
査
協
力
者
数　

297 

世
帯

モ
ニ
タ
ー
と
し
て
の
主
な
条
件

・
既
設
分
電
盤
に
蓋
が
な
い
こ
と

・
在
宅
用
医
療
機
器
の
不
使
用　

等

　

募
集
に
応
じ
た
簡
易
タ
イ
プ
の
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
モ
ニ
タ
ー
へ
、
茅

ヶ
崎
市
都
市
政
策
課
に
よ
り
説
明
会
及

び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
そ
れ
ぞ
れ
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
が
Ｈ
28
年
３
月
「
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
の
普
及
に
向
け
た
取
組
状

況
」
と
し
て
発
行
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
「
内
閣
府
防
災
情
報
の
ペ
ー

ジ
」
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
ご
覧
下
さ
い
。

　

な
お
平
塚
市
は
大
規
模
地
震
時
の
電

気
火
災
対
策
と
し
て
、
消
防
車
が
進
入

で
き
な
い
狭
い
道
路
に
面
し
た
住
宅
や

住
宅
密
集
地
の
約
１
万
世
帯
に
、
「
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
を
無
償
配
布
し
、
来

年
３
月
ま
で
に
対
象
世
帯
で
の
設
置
を

完
了
さ
せ
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

（
毎
日
新
聞2016

年
８
月
29
日
よ
り
） 

香
川
ご
み
通
信

（八
）

第
二
回
ご
み
処
理
施
設
見
学
会
報
告

震
度
５
以
上
の
揺
れ
で
ブ
レ
ー
カ
を
遮

断
す
る
製
品
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。



11
〜
１
月
　香
川
・
湘
北
地
区

◆
カ
ラ
ス
の
襲
撃
に
は
ご
注
意
！

　

10
軒
ほ
ど
で
利
用
し
て
い
る
あ
る
ゴ

ミ
置
き
場
で
、
ゴ
ミ
投
入
時
に
ゴ
ミ
ネ

ッ
ト
が
ち
ゃ
ん
と
戻
さ
れ
ず
に
隙
間
が

で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

す
る
と
そ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
隙
間
を

狙
わ
れ
て
カ
ラ
ス
に
荒
ら
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

カ
ラ
ス
は
非
常
に
知
能
が
高
く
、
電

柱
な
ど
か
ら
監
視
を
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
隙
間
を
発
見
す
る
と
チ
ャ
ン
ス
と

ば
か
り
に
仲
間
を
呼
び
ま
す
。
そ
し
て

一
羽
が
ネ
ッ
ト
を
持
ち
上
げ
、
仲
間
が

潜
り
込
ん
で
袋
を
引
き
ず
り
出
し
、
中

身
を
道
路
に
散
ら
か
す
の
で
す
。
こ
れ

は
よ
く
見
か
け
る
光
景
で
す
ね
。

　

対
策
は
ネ
ッ
ト
に
隙
間
を
作
ら
な
い

こ
と
で
す
。

●
各
人
、
ゴ
ミ
を
出
す
際
に
は
、
必
ず

ネ
ッ
ト
に
隙
間
が
で
き
な
い
よ
う
に
丁

寧
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
環
境
部
会
で
は
、
ご
相
談
が
あ

れ
ば
協
力
し
て
い
ま
す
。
ご
一
報
を
部

会
員
ま
で
。

　
　
　
　
　
　

（
環
境
部
会　

野
島
）

香
川
自
治
会
・
秋
ま
つ
り

湘
北
地
区
防
災
訓
練

餅
つ
き
・
い
も
煮
会

香
川
自
治
会
賀
詞
交
歓
会

　

香
川
地
区
で
文
化
・
芸
術
の
分
野
で

活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
の
発
表
の
場
と

し
て
、
自
治
会
秋
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
ま
す
。

日
時　

11
月
27
日
（
日
）

　

本
年
度
も
、
鶴
が
台
団
地
お
よ
び
一

街
区
自
治
会
は
、
第
二
会
場
（
鶴
が
台

団
地
）
で
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
20
日
（
日
）

場
所　

鶴
が
台
中
学
校
・
校
庭

　

秋
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
、

餅
つ
き
と
い
も
煮
の
実
演
販
売
を
行
い

ま
す
。

日
時　

11
月
27
日
（
日
）、
10
時

場
所　

諏
訪
神
社
境
内

日
時　

平
成
29
年
１
月
７
日
（
土
）

　
　
　

10
時
～

場
所　

香
川
自
治
会
館

日
時　

平
成
29
年
１
月
９
日
（
月
）

　
　
　

成
人
の
日

場
所　

茅
ヶ
崎
市
内
中
西
部
周
回

距
離　

男
子　

約
5.7
㎞
×
５
人

　
　
　

女
子
・
小
学
生　

約
2.7
㎞
×
５
人

高
南
一
周

駅
伝
競
走
大
会

第79回

広　報　　か　が　わ Http://kagawa-chigasaki.comホームページ第２６５号
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平成２８年１１月１５日

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、
ク
ラ
ブ
で

ボ
ー
ル
を
打
ち
、
ボ
ー
ル
が
ホ
ー
ル
ポ
ス

ト
に
入
る
ま
で
の
打
数
の
少
な
さ
を
競
う

ゲ
ー
ム
で
、
ス
タ
ー
ト
マ
ッ
ト
と
ホ
ー
ル

ポ
ス
ト
を

置
く
だ
け

で
ど
ん
な

場
所
で
も

す
ぐ
に
コ

ー
ス
に
な

り
ま
す
。

安否確認訓練 

平成 29年 

1月 22日（日） 9時 
 

 

お！地震だ！！ 

組内に被災者は? 
 

『自助』そして『共助』 ! 

助かる「命」です ! 
 

香川自治会自主防災会 

♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥

♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥

♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥

❶
各
町
内
会
員
は
、
安
否
の
目

印
を
掲
げ
て
く
だ
さ
い
‼

❷
各
組
長
の
皆
様
へ
の
お
願
い

❸
各
町
内
会
役
員

❹
各
自
治
会
役
員

　無
事
で
あ
る
こ
と
の
目
印
と
し

て
、
玄
関
か
ら
見
え
る
場
所
に
タ

オ
ル
等
の
布
類
を
掲
示
し
て
く
だ

さ
い
。（
布
類
の
色
は
問
い
ま
せ
ん
）

※

安
否
確
認
者
（
組
長
）
は
、
目

印
が
出
て
い
る
こ
と
で
全
員
無
事

と
判
断
し
ま
す
。

（
声
を
掛
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

　各
町
内
災
害
拠
点
に
安
否
確
認

結
果
を
「
配
布
さ
れ
た
名
簿
」
で

安
否
の
報
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　各
町
内
会
ご
と
に
災
害
拠
点
を

設
営
し
、
安
否
確
認
報
告
を
受
け

付
け
集
計
し
て
く
だ
さ
い
。

　自
治
会
拠
点
で
各
種
情
報
の
収

集
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

硲　

百
合
子

神
棚
に
火
打
石
あ
り
文
化
の
日

　
火
を
発
見
し
火
を
作
る
こ
と
に
よ
り

人
間
の
文
化
の
歴
史
は
始
ま
っ
た
。
火

は
尊
い
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
危
険
な

も
の
で
も
あ
る
。
あ
る
べ
き
文
化
と
は

何
か
、
を
原
点
に
戻
っ
て
考
え
る
の
が
、

文
化
の
日
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
辺
美
津
枝

鰯
雲
す
っ
ぽ
り
映
る
丹
沢
湖

　

空
一
杯
に
広
が
っ
た
鰯
雲
が
す
っ
ぽ

り
丹
沢
湖
に
映
っ
て
い
る
。
壮
大
な
景

で
あ
る
。
丹
沢
湖
は
人
造
湖
。
湖
底
に

は
一
村
の
道
路
や
墓
地
が
沈
ん
で
い
る
。

丹
沢
湖
の
美
し
さ
の
中
に
は
、
そ
う
い

う
悲
し
み
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

奥
村　

ゑ
こ

突
堤
に
釣
人
二
人
秋
の
雲

　

釣
人
二
人
が
、
離
れ
て
坐
っ
て
い
る
。

平
凡
な
景
で
は
あ
る
が
、
空
と
海
の
大

き
さ
と
人
間
の
小
さ
さ
が
く
っ
き
り
と

出
て
、
し
み
じ
み
し
た
情
感
を
与
え
て

く
れ
る
。
単
純
な
表
現
が
、
却
っ
て
、

景
を
大
き
く
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
黒　

啓
子

砲
台
の
跡
あ
る
島
や
秋
の
声

　

島
に
砲
台
の
跡
が
あ
る
。
そ
こ
に
書

か
れ
て
い
る
謂
れ
を
読
み
、
そ
の
時
代

に
思
い
を
は
せ
て
い
る
と
、
波
の
音
や

風
音
が
聞
こ
え
る
。
そ
れ
ら
を
秋
の
声

と
し
て
感
じ
取
っ
て
い
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
野　

弘
子

生
垣
を
す
る
り
虎
猫
百
日
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
喜
代
治

こ
ほ
ろ
ぎ
の
昨
夜
と
違
う
声
の
あ
り

選
者
吟

海
風
の
来
る
交
差
点
新
松
子

　

会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

俳
句
に
興
味
の
あ
る
方
お
電
話
下
さ
い
。

連
絡
先　

硲　

百
合
子
☎
(51)
７
３
９
６

み
ん
な
の
声

訃
報
（
平
成
28
年
10
月
20
日
現
在
）

木
内
い
の
江
様　
　

93
歳　

９
月
４
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　

33
・
１
組

阿
部　

利
昭
様　
　

78
歳　

９
月
26
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

８
・
２
組

有
賀
う
め
子
様　
　

84
歳　

９
月
１
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

12
・
２
組

栁
川　
　

功
様　
　

78
歳　

９
月
16
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

50
・
１
組

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

香
川
自
治
会

資
源
回
収
地
域
補
助
金

　

香
川
自
治
会
と
し
て
、
資
源
回
収
地

域
推
進
補
助
金
（
１
月
～
６
月
分
）
の

申
請
を
行
い
、
73
万
円
の
補
助
金
を
受

け
取
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
に
は
今
後
と
も
資
源
物
の
分
別

回
収
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

資源物回収実績

 

   昨　年

   今　年

   前年比

(291,005)
(292,007)

727,512
730,267

100.4% 

収集量
(kg)

補助金
( 円 )

資源物回収実績

2016年1月～ 2016年6月

缶/瓶
　

９
月
13
日
、
茅
ヶ
崎
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
が
開
催
し
た
、
第
14
回
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
に
、
香
川

か
ら
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
香
川
寿

ク
ラ
ブ
の
茅
友
会
Ｇ
Ｇ
Ｃ
（
Ａ
）
チ

ー
ム
が
、
参
加
28
チ
ー
ム
中
、
見
事

準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

香
川
地
区
で
活
動
し
て
い
る
混
声
合

唱
塾
レ
ン
ト
は
、
９
月
22
日
茅
ヶ
崎
文

化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
第
５
回
チ
ャ
リ
テ

ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
会
場
に
は
募

金
箱
を
置
い
て
、
来
場
者
の
募
金
を
受

け
付
け
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

で
集
ま
っ
た
金
額
に
指
導
者
と
塾
員
の

募
金
を
合
わ
せ
、
１
９
４
，
６
４
６
円

を
茅
ヶ
崎
市
役
所
を
通
じ
て
、
日
赤
の

「
平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
」

に
寄
付
致
し
ま
し
た
。
募
金
に
賛
同
し

て
い
た
だ
い
た
方
々
に
、
お
礼
か
た
が

た
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

香
川
公
民
館
ま
つ
り
開
催

　

「
地
域
の
宝
だ　

公
民
館
！　

ふ
れ

愛
♥
学
び
愛
♥
笑
い
愛
」
を
テ
ー
マ

に
、
10
月
29
・
30
日
に
香
川
公
民
館
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
、
講
義
室
で
は
サ
ー
ク
ル

に
よ
る
合
唱
や
踊
り
、
演
奏
の
発
表
、

又
玄
関
前
広
場
で
は
、
バ
ザ
ー
や
模
擬

店
な
ど
が
開
か
れ
、
館
内
に
は
日
頃
の

成
果
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

1０月２８日(金)
1０月２８日(土)

１８：００～２０：００
１８：００～２０：００前夜祭

オープニングセレモニー
（講義室）

紙切り　  ＆　 歌声喫茶

ドリンクとおつまみの販売あり。

どなたでもご参加いただけます。

広場（雨天：講義室）

鶴が台中学校吹奏楽部による演奏

♥
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
の
報
告

混
声
合
唱
塾
レ
ン
ト

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
準
優
勝
！

香
川
寿
ク
ラ
ブ
大
活
躍


